
神奈川県ＤＸプロジェクト推進事業実証実験成果報告

2022年3月9日

事業名「AIシステムによる見積り業務効率化、鋳造方案作成基盤の構築」

： 株 式 会 社 マ ク ニ カ

： 株 式 会 社 コ イ ワ イ

連 携 企 業

申 請 者

： 株 式 会 社 コ イ ワ イ
代表取締役小岩井豊己

発 表 者

1



市場・当社が抱えている課題

① 自動車業界では,感染症の影響と省資源環境負荷軽減の観点から、車のEV化が加速して
市場環境が激変しており、顧客のサプライチェーンでは、変化に機敏な対応が出来る企
業を求められている。

② 製造業の中小零細企業では、近年、数値制御の工作機械などの導入により、製造現場で
はデジタル化が進んでいるが、間接業務では未だ属人的な業務が多く、デジタルを活用
した業務改革が求められている。

市場

① 感染症下、市場環境の変化にスピーディーに対応するため、営業から製造まで精度向上
とスピード化を求められているが、製造支援間接業務ではデジタル活用が出来ていない。

② 見積もり作業、鋳造方案の作成などは、ベテラン社員による属人化された業務となって
おり、若手社員への伝承が出来ていない。

当社

背景
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本事業の概要

内容

目的

熟練技術者の技術伝承と労働力不足解消への貢献

⚫ AI活用による「自動見積り作成」「自動鋳造方案作成」のシステム化を目指し、業務効率向上を図る。
システム化し鋳物づくりの前工程の時間短縮をすることで、スピードと正確さを求める顧客ニーズに答え、
受注拡大につなげる。

⚫製造業の企業に対し同様のシステムを展開することにより、属人化された業務の標準化が可能となり、
多様な人材の採用が可能となる。また、効率化を図ることで、新たなビジネスチャンスの拡大が期待できる。

「自動見積り作成」 「自動鋳造方案作成」の基盤となる、AIによる“類似データ検索システム”の導入
AIによる類似データ検索システム：３Dデータ類似検索、自然言語処理の技術を活用

顧客

株式会社
コイワイ

見積り依頼

見積り回答

１週間 ⇒3日間
短期間での回答が
求められる

依頼受領
10,000点以上の
3Dデータより
類似形状を探す

受注レビュー書
作成

見積り作成

経験の浅い者は
探すのに1日

かかる

類似形状に付随する
見積りや製造データ、
製造時の問題等を
参考に作成

“類似データ検索システム”
の導入により、業務効率化

自動見積り作成、自動鋳造方案作成を
目指し、データ分析を実施
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業務プロセスの変化 ⇒ 見積もり時間の短縮

過去実績の確認

受注レビュー書
作成

受注検討会

加工メーカー
との調整

見積り書作成

データ受領

As-Is

１日間

類似品 A見積もり

製造条件

トラブル情報

記憶を頼りに
過去実績を確認

製品管理データ

類似品 B見積もり

製造条件

トラブル情報

工程製造検討会

鋳造方案作成

鋳造工程

受注

納品

➀凝固解析：欠陥部位特定

④凝固解析：健全性確認

②鋳造方案設計

③湯流れ解析：流動性確認

７

日

間

過去実績の確認

受注レビュー書
作成

受注検討会

加工メーカー
との調整

見積り書作成

データ受領

FY21 GOAL

数時間

類似品 A見積もり

製造条件

トラブル情報

AIモデルにより
自動検索

製品管理データ

類似品 B見積もり

製造条件

トラブル情報

工程製造検討会

鋳造方案作成

鋳造工程

受注

納品

３

日

間

AIモデルによる
自動見積り作成

受注検討会

見積り書
微修正

データ受領

To-Be

AIモデルによる
自動鋳造方案作成

鋳造工程

受注

納品

１

日

間

6

日

間

加工メーカー
との調整

10

日

間

10

日

間

見積り業務時間 ５７％削減 全体業務
５９％削減

製作事例をもとに想定している削減時間

品名：EV車電装品
材質:アルミニウム
寸法：単位ミリ
320×260×200
重量：2.7㎏

（鋳物製作事例）

作業者の技術に左右
されず、製品管理
データから、事例に
ある類似製品のデー
タを短時間で検索

⑤木型製作、型物検査

➀凝固解析：欠陥部位特定

④凝固解析：健全性確認

②鋳造方案設計

③湯流れ解析：流動性確認

⑤木型製作、型物検査

本事業の目標 -1
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本事業の目標 -2

本システム導入により作業時間を短縮、受注量のUPとシステムの高度化を目指す

削減工数 削減効果
後継者育成、
システム高度化

業務から離れた
熟練技術者は

後継者の育成とともに
本システムの更なる

高度化を図る

5年後を目標に
１億円/年の売上を

目指す

見積時間の短縮化に
より多くの見積業務
が対応可能となる

1年目 受注件数
20％増を見込む

1年目⇒2022年 30％

2年目⇒2023年 60％

5年後⇒2027年 70％
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事業紹介 課題とニーズ -1

本事業による取り組み

見積作成作業をAI活用によりシステム化、自動で見積書作成を行う。

現在
蓄積した管理データから製品画像一
覧を作成。この画像から類似した形
状探をしてファイル内の各データを
参考に作業者が見積書作成。

本事業の効果

業務効率向上、業務の平準化、見積もりスピード化で受注獲得、熟練技術者の業務集中から解放、後進の指導、

技術伝承を行う。解放された時間は、技術開発、材料開発など高いレベルの仕事へ取り組む。

①「鋳物製品の自動見積り作成」

FY２２
作業者がAIにデータを入力。過去の
データから見積書を自動作成。

過去
蓄積した紙資料の保管ファイルから、
経験と勘を頼りに、類似品を探し、
その際の見積書を参考にして、作業
者が見積書を作成。
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現在
管理データファイル、製品画像一覧から類似品を探
し、その際の型製作データを参考にして、鋳造方案
を作成、湯流れ、凝固など解析を行い型製作。

本事業による取り組み

鋳造方案作成作業AI活用によりシステム化、自動鋳造案作成、鋳物製造工程の劇的高速化に向けた基盤構築

AI活用
AI活用のソフトに顧客ら支給された３Dデータを入力、管理
データから類似製品を検索、製作時の鋳造方案を自動作成し
て出力。技術者は他の要素を織り込み解析を行い、検証後型
製作を行うことができる。

本事業の効果

鋳造方案作成作業の革新、鋳造技能熟練技術者への業務集中の解放、属人技術のシステム化、技術伝承のスピード化。

自動鋳造方案作成システムに解析技術を組み込むなど関連ソフトを加え新事業への参入。

②「自動鋳造方案作成基盤構築」

事業紹介 課題とニーズ -2
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得られる効果とKPI

指標 現在 FY2021 目標値 FY2024 目標値

見積時間短縮
（見積提出期間平均） 5日 ３日 1時間

受注確率向上
見積提出件数に対する
受注件数

４８％ ６０％ ９０％

類似形状検索
（平均検索時間） 2.5時間 ３分 3秒

一人で見積もり作成が
出来るまでの年数 5年 ３年 １年

一人当たり見積件数
月次平均 2５件 ４０件 ６0件
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検討会～類似形状検索～見積作成

BEFORE AFTER を映像で紹介

見積引き合い検討会 類似品検索 型割検討 見積作成

検証
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• 既存方法 (before) • システム導入後 (after)

検討会～類似形状検索～見積作成

検証



今後の事業展開計画 -1

⚫ 類似形状の過去データ検索の精度を高め、鋳物見積作業のスピード化を図る
⚫ 鋳物に不可欠な機械加工の見積もシステム化
⚫ 鋳造型の分割方法を引き出し鋳造方案の自動設計を目指す

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

類似形状検索精度向上

見積書作成 機能追加

機械加工費検索 機能追加

型分割方案類似検索 機能追加

類似鋳造方案検索 機能追加

鋳造方案自動作成 機能追加

システム販売

これまで職人技に頼らざるを得ない、属人化された業務の自動化により、鋳造方案デザインの
標準化を可能とする。経験豊富な鋳造技術者の技術の継承に貢献できる。
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FY22以降 サービス化

“類似データ検索システム”を構築 技術検証実施

株式会社
コイワイ

データ提供
株式会社
マクニカ

AIモデル開発
システム提供

株式会社
コイワイ

株式会社
マクニカ

技術検証

システムの
精度向上

株式会社
マクニカ

同様のシステムを各企業へ提供

県内企業A

県内企業B

県外企業X

株式会社
コイワイ

① デジタル技術者の育成

システム、ソフト開発に際し、社内にデジタル技術に精通した人材が必要。

⇒ 現場の課題を開発側と同じ目線で打ち合わせが出来ると、一層、期間の短縮と使い

やすいシステムが出来る。

② データー管理方法

社内蓄積データーを活かすための管理方法の整備が必要。

⇒ 今後取り組む自動見積もり、鋳造方案作成には社内に蓄積されたデーターの形式の

統一や製品ごとに系統立てたデーター管理をして、データーの抽出をし易くする。

課題

今後の事業展開計画 -2
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